
３３２ 

令和８年度 家庭科 ２年 年間指導計画・評価計画 

 

＜１＞ 教科の目標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、よりよい生活

の実現に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を各学年・各分野において育成することを目指す。 

＜２＞ 各学年・各分野の目標 

１．家族・家庭の機能について理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や環境などについて、生活の自立に必

要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。 

２．家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを論理的に表現するなど、これからの生活を展望して課題を解決する力を養う。 

３．自分と家族、家庭生活と地域との関わりを考え、家族や地域の人々と協働し、よりよい生活の実現に向け

て、生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 

 

＜３＞ 評価の観点及びその趣旨 

知識及び技能 
生活の自立に必要な家族・家庭・衣食住、消費や環境に関する基礎的な知

識を理解し、それらに関わる技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 
 家族・家庭や地域における生活の中から課題を見いだし、

生活と関連付けて考え、解決に向けて工夫し適切に表現している。 

主体的に学習に取り組む態度 

家族や地域の人々と協働し、よりよい生活の実現に向けて、主体的に課題

の解決に取り組み、見通しを持って活動するとともに、振り帰りを通して

改善しながら、生活を工夫し創造・実践しようとしている。 

＜４＞ 観点別評価の評価基準と評定 

    

 

 

 

 

 

評 定 

５ 十分に満足できる状況であるもののうちで、特に程度の高いもの。（９０％以上） 

４ 十分満足できる状況である。（８０％以上） 

３ おおむね満足できる状況である。（５０％以上） 

２ 努力を要する状況である。（５０％未満） 

1 一層努力を要する状況である。（２０％未満） 

 

＜５＞ 指導上の配慮事項 

 ①実践的、体験的な学習や問題解決的な学習活動の設定 

②言語活動の充実 

 ③ICT機器の活用 

④個に応じた指導 

 

 

 

 

観点別 

評価基準 

 Ａ 十分に満足できる状況である。（８０％以上） 

 Ｂ おおむね満足できる状況である。（５０％以上） 

 Ｃ 努力を要する状況である。（５０％未満） 



３３３ 

 

 技術・家庭科 ２学年 家庭分野 年間指導計画・評価計画 

 

 

章 

 

学習内容 

 

 

 

時 

 

主な学習活動 

評価の観点 

知能・技能 思考・判断・

表現 

主体的に学習

に取り組む態

度 

１

章 

健

康

と

食

生

活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２

章 

何

を

ど

「食生活」の

ガイダンス 

 

 

 

１  食事の

役割を考え

よう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  健康に

よい食習慣

について考

えよう 

 

 

 

 

 

 

 

１  栄養素

の種類と働

きを知ろう 

 

 

２  中学生

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

１ 

・食生活は「1 章 健康と食生活」「２

章  何をどれだけ食べたらいいの

か」「３章 調理と食文化」に分かれ

ていることを説明し，「食生活」の

単元の見通しをもつ。 

・グループごとに，中学生の平日・

休日の食事を見て，意見交換し，ク

ラスで話し合ってみる。 

・教科書 p71 の自立度チェックを行

ってみて，意見・感想を言い合う。 

 

・教科書 p72 の「思い出してみよう」

を各自でやってみる。 

・グループで，教科書 p73 の「話し

合ってみよう」について意見交換

し，食の役割を確認する。 

・こども食堂の資料を読む。 

 

・教科書 p７5 の「考えてみよう」

をやってみて、自分の食習慣を振り

返る。 

・教科書 p７6 の資料（朝食をたべ

よう）などをみて、悪い食習慣が生

活に与える影響（例：生活習慣病）

について知る。 

・グループで食習慣すごろくをつく

って、工夫した点などを発表し合

う。 

 

・栄養素の種類と特徴について復習

し，教科書 p81 の図１で確認する。 

・教科書 p80 の「話し合ってみよう」

を見て，水の働きを知る。 

 

・グループで教科書 p82 の「話し合

・生活の中で食

事が果たす役割

について理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中学生に必要

な栄養の特徴に

ついて理解して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

・栄養素の種類

と働きについて

理解している。 

 

 

・中学生の１日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・健康によい

食習慣につい

て問題を見い

だして課題を

設定し，解決

策を構想して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・健康によい

食習慣につい

て，課題の解

決に主体的に

取り組もうと

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３３４ 

れ

だ

け

た

べ

た

ら

よ

い

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３

章 

に必要な栄

養の特徴を

知ろう 

 

 

３  食品に

含まれる栄

養素を調べ

よう 

 

 

 

 

 

４  １日に

必要な食品

の種類や概

量を知ろう 

 

 

 

 

 

 

 

５  １日分

の献立を考

えよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  食品の

選択と購入

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

ってみよう」をやってみて，図２・

３で中学生の特徴を確認する。 

・体の成長や活発な運動について意

見交換し，理解を深める。 

 

・食品に含まれる栄養素を教科書

p84 の図４・５を参考にしながら，

知る。 

・６つの基礎食品群について小学校

で学習した事項との関係から理解

を深める。 

・教科書 p85 の「調べてみよう」を

行う。 

 

・グループで教科書 p86 の「考えて

みよう」を行って，バランスのよい

食事にするための工夫について話

し合ってみる。 

・教科書 p87 の「やってみよう」を

予想し，重さを測ってみる。 

・教科書 p88〜90 の図７をみなが

ら，教科書 p91 の図８の１日の献立

例を見て，食品の概量について理解

する。 

 

・１日分の献立を考えるため，教科

書 p99 の「考えてみよう」などの意

見交換をする。 

・グループで教科書 p101 の「考え

てみよう」の２をやってみたあと，

３をしてみる。 

・メニューを聞いて，調理実習をす

る。 

・実習の省察をしたあと，献立を考

える。 

 

 

 

 

 

・教科書 p104 の「考えてみよう」

をそれぞれ考えて，意見交換してみ

に必要な食品の

種類と概量につ

いて理解してい

る。 

 

・食品の栄養的

な特質について

理解している。 

 

 

 

 

 

 

・中学生の１日

に必要な食品の

種類と概量につ

いて理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

・１日分の献立

作成の方法につ

いて理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日常生活と関

連付け，用途に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中学生の１

日分の献立に

ついて問題を

見いだして課

題を設定し，

解決策を構想

し，実践を評

価・改善し，

考察したこと

を論理的に表

現するなどし

て課題を解決

する力を身に

付けている。 

 

・用途に応じ

た食品の選択

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中学生の１

日分の献立に

ついて，課題

の解決に主体

的に取り組ん

だり，振り返

って改善した

りして，生活

を工夫し創造

し，実践しよ

うとしてい

る。 

 

 

 

・用途に応じ

た食品の選択



３３５ 

調

理

と

食

文

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

について考

えよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  購入し

た食品を適

切に保存し

よう 

 

 

 

３  調理の

基礎を知ろ

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  肉を調

理しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。 

・旬の意味を確認したあと，教科書

p105 以外の見分け方を出し合う。 

・生鮮食品と加工食品の違いや消費

期限・賞味期限の意味を知る。 

・食品の表示について，理解する。 

 

 

 

 

 

・教科書 p110 の「調べてみよう」

を参考に食品の保存と温度を確認

する。 

・食中毒の原因と予防法を知る。 

 

 

 

・調理の手順や身近な調理器具につ

いて確認する。 

・包丁の使い方を知り，いろいろな

切り方を理解する。 

・教科書 p116 の「考えてみよう」

で，切り方はどんな料理で使われて

いるか，意見交換する。 

・計量・火加減の調節を知り，実際

に学校や家でホットケーキを作っ

てみたりして計量や火加減ができ

るようにする。 

・調理法の特徴を理解し，盛り付

け・配膳の基礎を学ぶ。 

 

・肉の調理と加熱による変化につい

て理解し，衛生的な取り扱いを知

る。 

・肉料理のメニューを聞いて調理実

習をする 

 

 

 

 

 

応じた食品の選

択について理解

しているととも

に，適切にでき

る。 

 

 

 

 

 

 

・食品の安全と

衛生に留意した

管理について理

解しているとと

もに，適切にで

きる。 

 

・食品や調理用

具等の安全と衛

生に留意した管

理について理解

しているととも

に，適切にでき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・肉に適した加

熱調理の仕方に

ついて理解して

いるとともに，

基礎的な日常食

の調理が適切に

できる。 

 

 

 

について問題

を見いだして

課題を設定

し，解決策を

構想してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日常の１食

分の調理につ

いて問題を見

いだして課題

を設定し，解

決策を構想し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

・肉に適した

加熱調理の仕

方について問

題を見いだし

て課題を設定

し，解決策を

構想し，実践

を評価・改善

し，考察した

ことを論理的

について，課

題の解決に主

体的に取り組

んだり，振り

返って改善し

たりして，生

活を工夫し創

造し，実践し

ようとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日常の１食

分の調理につ

いて，課題の

解決に主体的

に取り組んだ

り，振り返っ

て改善したり

して，生活を

工夫し創造

し，実践しよ

うとしてい

る。 

 

 

・肉に適した

加熱調理の仕

方について，

課題の解決に

主体的に取り

組んだり，振

り返って改善

したりして，

生活を工夫し

創造し，実践



３３６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  魚を調

理しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  野菜を

調理しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７  地域の

食文化を知

ろう 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・魚の調理と加熱による変化につい

て理解し，衛生的な取り扱いを知

る。 

・魚料理のメニューを聞いて調理実

習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・野菜の調理上の性質について理解

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域で取れた食材の利用（地産地

消）の意義を知る。 

・グループで教科書 p151 の「調べ

てみよう」をやり，発表する。 

 

 

 

 

 

 

・魚に適した加

熱調理の仕方に

ついて理解して

いるとともに，

基礎的な日常食

の調理が適切に

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・野菜に適した

加熱調理の仕方

について理解し

ているととも

に，基礎的な日

常食の調理が適

切にできる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の食文化

について理解し

ている。 

 

に表現するな

どして課題を

解決する力を

身に付けてい

る。 

 

・魚に適した

加熱調理の仕

方について問

題を見いだし

て課題を設定

し，解決策を

構想し，実践

を評価・改善

し，考察した

ことを論理的

に表現するな

どして課題を

解決する力を

身に付けてい

る。 

 

・野菜に適し

た加熱調理の

仕方について

問題を見いだ

して課題を設

定し，解決策

を構想し，実

践を評価・改

善し，考察し

たことを論理

的に表現する

などして課題

を解決する力

を身に付けて

いる。 

 

 

 

 

 

しようとして

いる。 

 

 

 

 

・魚に適した

加熱調理の仕

方について，

課題の解決に

主体的に取り

組んだり，振

り返って改善

したりして，

生活を工夫し

創造し，実践

しようとして

いる 

 

 

 

 

・野菜に適し

た加熱調理の

仕方につい

て，課題の解

決に主体的に

取り組んだ

り，振り返っ

て改善したり

して，生活を

工夫し創造

し，実践しよ

うとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 



３３７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

章 

私

た

ち

の

消

費

生

活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８  和食の

調理をして

みよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 消 費 生

活・環境」の

ガイダンス 

 

 

 

 

 

 

１  買い物

をふり返っ

てみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教科書 p152～153の図 30を見て，

全国各地の郷土料理を確認する。 

 

・和食の特徴を知り，「だし」と「う

ま味」を意義を確認する。 

・「だし」を料理との関連性がわか

る。 

・和食の調理のレポートを読んで，

地域の食材と地域の和食との関連

性を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・消費生活と環境は「１章 私たち

の消費生活」と「２章 消費者の権

利と責任」に分かれていることを知

る。 

・「消費生活・環境」の単元の見通

しをもつ。 

・持続可能な社会の実現を確認し，

SDGs の１７の目標を理解する。 

 

・教科書 p241 の「話し合ってみよ

う」を行い，意見交換し，計画的な

お金の管理の重要性を知る。 

・教科書 p242 の「話し合ってみよ

う」を行い，友だちと比較して，買

い物の意思決定のプロセスを確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の食材を

用いた和食の調

理が適切にでき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の消費行

動を振り返り，

課題の解決に主

体的に取り組も

うとしている。 

 

 

 

 

・物資・サービ

スの選択に必要

な情報の収集・

整理が適切にで

きる。 

・計画的な金銭

管理の必要性に

ついて理解して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の食材

を用いた和食

の調理につい

て問題を見い

だして課題を

設定し，解決

策を構想し，

実践を評価・

改善し，考察

したことを論

理的に表現す

るなどして課

題を解決する

力を身に付け

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・物資・サー

ビスの選択に

必要な情報の

収集・整理に

ついて問題を

見いだして課

題を設定し，

解決策を構想

している。 

・計画的な金

銭管理につい

て問題を見い

だして課題を

 

 

 

 

・地域の食材

を用いた和食

の調理につい

て，課題の解

決に主体的に

取り組んだ

り，振り返っ

て改善したり

して，生活を

工夫し創造

し，実践しよ

うとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・物資・サー

ビスの選択に

必要な情報の

収集・整理に

ついて課題の

解決に課題の

解決に主体的

に取り組み，

工夫し創造

し，実践しよ

うとしてい

る。 

・計画的な金



３３８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  買い物

の法律的な

意味を考え

よう 

 

 

 

３  いろい

ろな販売方

法や支払い

方法を知ろ

う 

 

 

 

 

 

４  消費者

トラブルを

防ごう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  消費者

を支える仕

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教科書 p244 の「考えてみよう」

を通して，契約の成立について理解

を深める。 

・レシートの意味を問い，未成年者

取り消し権について学ぶ。 

・取り消しの方法を知る。 

 

・教科書 p248 の図 6 を見ながら，

いろいろな販売方法について学ぶ。 

・教科書 p250 の「考えてみよう」

を行い，図 8 で、支払い方法の種類

を確認する。 

・キャッシュレス決済，特に，クレ

ジットカードの仕組みを知る。 

・クレジットカードの長所・短所を

理解する。 

 

・消費者トラブルを防ぐ方法を知

る。 

・教科書 p255 の「調べてみよう」

を行い，自分が使っているスマート

フォンの契約書・取扱説明書などで

理解を深める。 

・悪質商法をロールプレイングでや

ってみる。 

・教科書 p257 の消費者トラブルの

例を読み，他の事例があったら，出

し合う。 

 

 

 

 

・消費者を守る法律があることを学

ぶ。 

・クーリング・オフの通知書を書い

 

 

 

 

 

 

 

 

・売買契約の仕

組みについて理

解している。 

 

 

 

 

・購入方法や支

払い方法の特徴

について理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

・消費者被害の

背景とその対応

について理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・消費者被害へ

の対応について

設定し，解決

策を構想して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・消費者被害

への対応につ

いて，問題を

見いだして課

題を設定し，

解決策を構想

し，実践を評

価・改善し，

考察したこと

を論理的に表

現するなどし

て課題を解決

する力を身に

付けている。 

 

 

 

銭管理につい

て課題の解決

に課題の解決

に主体的に取

り組み，工夫

し創造し，実

践しようとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

・購入方法や

支払い方法に

ついて，課題

の解決に主体

的に取り組

み，工夫し創

造し，実践し

ようとしてい

る。 

 

・消費者被害

への対応につ

いて，課題の

解決に主体的

に取り組んだ

り，振り返っ

て改善したり

して，工夫し

創造し，実践

しようとして

いる。 

 

 

 

 

・消費者被害

への対応につ



３３９ 

 

 

 

 

 

２

章 

消

費

者

の

権

利

と

責

任 

組みを知ろ

う 

 

 

 

１  消費者

の権利につ

いて考えよ

う 

 

 

 

 

 

 

２  消費者

の責任につ

いて考えよ

う 

 

 

 

 

 

 

３  消費生

活が社会に

与える影響

を考えよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てみる。 

・消費者トラブルの解決の流れを確

認し，相談先を知る。 

 

・消費者の権利を確認する。 

・教科書 p265 の「考えてみよう」

を通して，消費者の権利についての

理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

・消費者の責任を確認する。 

・グループで，教科書 p267 の「考

えてみよう」を行い，消費者の権利

について意見交換する。 

 

 

 

 

 

 

・エシカル消費の例を見て，消費生

活が社会に与える影響について意

見を出し合う。 

・「買い物はお金の投票」の意味に

ついて知る。 

・グループで，教科書 p271 の「話

し合ってみよう」を行い，意見交換

する。 

・教科書 p272～273 の記事を読み，

感想を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

理解している。 

 

 

 

 

・消費者の基本

的な権利につい

て理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

・消費者の基本

的な責任につい

て理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

・自分や家族の

消費生活が社会

に及ぼす影響に

ついて理解して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自立した消

費者としての

責任ある消費

行動につい

て，問題を見

いだして課題

を設定してい

る。 

 

 

・自立した消

費者としての

責任ある消費

行動につい

て，問題を見

いだして課題

を設定してい

る。 

 

 

・自立した消

費者としての

責任ある消費

行動につい

て，問題を見

いだして課題

を設定し，解

決策を構想

し，実践を評

価・改善し，

考察したこと

を論理的に表

現するなどし

て課題を解決

する力を身に

付けている。 

 

いて，課題の

解決に主体的

に取り組もう

としている。 

 

・消費者の基

本的な権利に

ついて，課題

の解決に主体

的に取り組

み，工夫し創

造し，実践し

ようとしてい

る。 

 

・消費者の基

本的な責任に

ついて，課題

の解決に主体

的に取り組

み，工夫し創

造し，実践し

ようとしてい

る。 

 

・自分や家族

の消費生活が

社会に及ぼす

影響につい

て，課題の解

決に主体的に

取り組んだ

り，振り返っ

て改善したり

して，工夫し

創造し，実践

しようとして

いる。 
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４  環境に

及ぼす影響

を考えて行

動しよう 

 

２ 

・環境問題について知っていること

を発表する。 

・持続可能な社会のために，私たち

にできることを挙げる。 

・教科書 p277 の「やってみよう」

を行い，クラスの宣言をつくる。 

 

 

・自分や家族の

消費生活が環境

に及ぼす影響に

ついて理解して

いる。 

 

・自立した消

費者としての

責任ある消費

行動につい

て，問題を見

いだして課題

を設定し，解

決策を構想

し，実践を評

価・改善し，

考察したこと

を論理的に表

現するなどし

て課題を解決

する力を身に

付けている。 

 

・自分や家族

の消費生活が

環境に及ぼす

影響につい

て，課題の解

決に主体的に

取り組んだ

り，振り返っ

て改善したり

して，工夫し

創造し，実践

しようとして

いる。 

 


